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（様式6-A）A. 雑誌発表論文による学位申請の場合 
 
      品川 知司 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 
 
題 目   Intraoperative Neuromonitoring during Reverse Shoulder Arthroplasty 
           (リバース型人工肩関節置換術における術中神経モニタリング ) 
 
            Journal of Shoulder and Elbow Surgery（in press） 
 
          Satoshi Shinagawa, Hitoshi Shitara, Atsushi Yamamoto, Tsuyoshi Sasaki, 
            Tsuyoshi Ichinose, Noritaka Hamano, Daisuke Shimoyama, Fumitaka Endo, 
            Takuro Kuboi, Tsuyoshi Tajika, Tsutomu Kobayshi, Toshihisa Osawa, 
            Kenji Takagishi, Hirotaka Chikuda  
 
論文の要旨及び判定理由 
 
腱板機能不全を伴う変形性肩関節症に対するリバース型人工肩関節置換術（RSA）のよい成績が
報告されている一方で、術後合併症として神経障害も一定の確率で報告されている。RSA術後では
三角筋の機能に依存して上肢挙上を可能にするため、術後の神経障害、特に腋窩神経障害、は致命
的な障害となる。本研究では、RSA手術において神経損傷リスクの高い神経および手術操作を明ら
かにすることを目的として術中に神経モニタリングを行った。神経損傷リスクとしてアラートを設
定し、６段階の手術操作時にモニタリングを行った。結果として対象の73.3％にアラートが発生し
た。アラートは腋窩神経で最も多く、手術操作では関節窩操作で最も多く記録された。2例に術後
神経障害が発生した。そのうちの1例は、術中にアラートの回復が得られなかった腋窩神経領域の
不全麻痺を術後に発症し、術中アラートとの関連が考えられた。RSA術中の神経障害リスクについ
て、アラートが多かった関節窩操作時は肩伸展外旋位をとっており、その際に伸展角度を強めると
リスクが増大する可能性や、関節窩のすぐ前下方に腋窩神経が走行しており直接損傷の可能性につ
いても考察した。また、神経モニタリングのアラート閾値の設定については脊椎手術で70-80％が
用いられていることを例に挙げ、今後の課題であると考察した。本研究はRSA手術による神経損傷
のリスク分析と予防策の提示によって今後のRSA手術の安全性を向上させる可能性がある有意義な
研究と認められ、博士（医学）の学位に値するものと判定した。             
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（様式6, 2項目） 
 
最終試験の結果の要旨 
 
術中神経モニタリングの神経損傷リスクのアラート設定について 
術中神経モニタリングの麻酔管理における注意点について 
 
試問し満足すべき解答を得た。 
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